
　　　　

2025 年 4 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・子ども食堂
・地域バザー等の参加
・イベント活動(おでかけ・課外活動・工場見学)

（別添資料１）

家族支援

・療育個別相談
・ペアレントトレーニング
・保護者会

移行支援

・学校連携
・関係機関連携

地域支援・地域連携

・職場体験
・地域ボランティアとの交流
・福祉施設との交流

職員の質の向上

・所内研修
・外部講師研修
・オンライン研修、情報共有会への参加

支　援　内　容

・児童が自主的に身支度や持ち物の管理が行えるようになる。
・自身の体調の異変に気づくことで、体調管理や先の見通しを立てて健康に過ごすことができるようになる。
・感染症などの知識を学ぶことで、手洗い、うがい、消毒などを自ら行っていくことで季節ごとでの予防を自主的に行えるようになる。

・体の軸を整えることで、正しい姿勢の習得や体幹向上を狙っていく。
・眼球運動を取り組むことで、目の動きを練習して、集中力などの向上を狙っていく。
・上肢、下肢の筋肉やバランス感覚を養うことで日常生活の動作の向上を狙っていく。

本
人
支
援

・タイマーや絵カードなどの環境設定の意味を理解して、活動の切り替わりを学んでいく。
・自身の過敏、鈍麻な部分を知っていき、対処法などを獲得し、落ち着いて取り組めるようになる。
・数や文字の概念を学ぶことで、学習の基礎を定着させていく。

・言葉以外にもジェスチャーなどで自身の気持ちを伝えれる術を学んでいく。
・言葉の意味を理解することで対人での適切な言葉遣いなどが適切に取り組めるようになる。
・困ったときなどに自身から救済要求ができるようになる。

・集団が苦手な子でも好きな遊びを通して、小集団の活動から徐々に集団の輪に入っていけるようになる。
・相手の事を思いやり、適切な対応や距離感をとって対人関係が行えるようになる。
・地域交流なども行い、デイでの活動以外にも人間関係の輪を広げていけるようになる。

支援方針

・児童一人一人に親身に寄り添うことで将来の自立へ向けてのサポートを個人に合わせて行っていく。
・児童のみならず関係する機関や保護者とも密に連携をとっていく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

・大切なお子さまを社会全体で支え共に育んでいけるような支援を目指していきます。
・子どもたちひとりひとりの『楽しい』に目を向けて、得意な分野を伸ばしていくことで、児童の強みへのアプローチを行っていきます。

事業所名 放課後等デイサービス　まお 作成日支援プログラム（参考様式）


